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下瀬川徹 急性膵炎・重症急性膵炎 小俣政男 肝胆膵診療エキス

パートマニュアル

羊土社 東京 2008 3539

正宗 淳，下瀬川徹 慢性膵炎―成因と発症機

序・進展機序―

下瀬川徹 膵疾患へのアプ

ローチ

中外医学社 東京 2008 8389

粂 潔，下瀬川徹 【慢性膵炎】 遺伝性膵炎 下瀬川徹 膵疾患へのアプ

ローチ

中外医学社 東京 2008 136143

伊藤鉄英 膵炎 山田勝士・櫛田賢次・大

井一弥・丸山 徹・村

徳人・伊藤由紀

病気と薬パーフェ

クト BOOK 2008
南山堂 東京 2008 417420

伊藤鉄英 第 2 章 慢性膵炎 内

科治療・予後

下瀬川徹 新しい診断と治療

の ABC 54・膵

炎，膵癌

最新医学社 東京 2008 9199

伊藤鉄英 第 8 章 肝臓 胆管細

胞癌

多田修治，大坂間ひろみ まんがで読み解く

消化器症例…100
メディカル

レビュー社

東京 2008 181182

伊藤鉄英 第10章 胆道 胆管結

石

多田修治，大坂間ひろみ まんがで読み解く

消化器症例…100
メディカル

レビュー社

東京 2008 201202

伊藤鉄英 第10章 胆道 胆嚢ポ

リープ

多田修治，大坂間ひろみ まんがで読み解く

消化器症例…100
メディカル

レビュー社

東京 2008 207208

伊藤鉄英 第10章 胆道 胆嚢癌 多田修治，大坂間ひろみ まんがで読み解く

消化器症例…100
メディカル

レビュー社

東京 2008 209210

伊藤鉄英 第10章 胆道 胆管癌 多田修治，大坂間ひろみ まんがで読み解く

消化器症例…100
メディカル

レビュー社

東京 2008 211212

伊藤鉄英 第11章 膵臓 急性膵

炎

多田修治，大坂間ひろみ まんがで読み解く

消化器症例…100
メディカル

レビュー社

東京 2008 214216

伊藤鉄英 第11章 慢性膵炎 多田修治，大坂間ひろみ まんがで読み解く

消化器症例…100
メディカル

レビュー社

東京 2008 217218

伊藤鉄英 第11章 自己免疫性膵

炎

多田修治，大坂間ひろみ まんがで読み解く

消化器症例…100
メディカル

レビュー社

東京 2008 219220

伊藤鉄英 第11章 膵嚢胞 多田修治，大坂間ひろみ まんがで読み解く

消化器症例…100
メディカル

レビュー社

東京 2008 221222

乾 和郎，芳野純治，

奥嶋一武，三好広尚，

中井喜貴

仮性嚢胞の内視鏡的治療 松野正紀監修，武田和憲

編

急性膵炎の診療

update
鳥居薬品 東京 2008 153156

中村雄太，乾 和郎 体外式衝撃波結石破砕療

法と内視鏡的治療

下瀬川徹 膵疾患へのアプ

ローチ

中外医学社 東京 2008 115117

岡崎和一，内田一茂 3 章 自己免疫性膵炎

C. 診断

2. 血液・生化学検査

下瀬川徹 膵疾患へのアプ

ローチ

中外医学社 東京 2008 178184

片岡慶正 1 章 急性膵炎，A. わ
が国の実態

下瀬川徹 膵疾患へのアプ

ローチ

中外医学社 東京 2008 110

阪上順一，片岡慶正 1 章 急性膵炎，H. 薬
剤性膵炎

下瀬川徹 膵疾患へのアプ

ローチ

中外医学社 東京 2008 7176

阪上順一，片岡慶正 2 章 慢性膵炎，C. 診
断

下瀬川徹 膵疾患へのアプ

ローチ

中外医学社 東京 2008 90104
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大槻 眞，伊藤鉄英，

明石隆吉，伊藤敏文，

乾 和郎，岡崎和一，

片岡慶正，神澤輝実，

川 茂幸，北川元二，

木原康之，小泉 勝，

下瀬川徹，武田和憲，

竹山宜典，成瀬 達，

西森 功，広田昌彦，

古屋智規，丸山勝也，

峯 徹哉，森合哲也

厚生労働省難治性疾患克

服研究事業難治性膵疾患

に関する調査研究班編

急性膵炎における

初期診療のコンセ

ンサス［改訂第 2
版］

アークメデ

ィア

東京 2008 142

片岡慶正 膵疾患へのアプローチ

膵疾患を理解するための

基礎的事項

井村裕夫 わかりやすい内科

学 第 3 版

文光堂 東京 2008 682685

片岡慶正 膵炎（急性，慢性） 井村裕夫 わかりやすい内科

学 第 3 版

文光堂 東京 2008 687691

大槻 眞，木原康之 急性膵炎における初期輸

液

武田和憲（編集） 急性膵炎の診療

update
鳥居薬品株

式会社

東京 2008 1417

木原康之，大槻 眞 わが国の急性膵炎の実態

調査と医療給付制度

武田和憲（編集） 急性膵炎の診療

update
鳥居薬品株

式会社

東京 2008 194197

木原康之，大槻 眞 特定疾患 下瀬川徹（編集） 膵疾患へのアプ

ローチ

中外医学社 東京 2008 6770

武田和憲 急性膵炎診断基準・鑑

別診断・重症度判定基準

膵疾患へのアプ

ローチ

中外医学社 2008 2428

竹山宜典 急性膵炎の栄養療法―最

近の動向

林紀夫，日比紀文，上西

紀夫，下瀬川徹

Annual Review
消化器

中外医学社 東京 2009 245250

竹山宜典 重症急性膵炎における

SDD の理論と実際

武田和憲 急性膵炎の診療

update
鳥居薬品株

式会社

東京 2008 147152

竹山宜典 感染性膵壊死の診断

ˆne needle aspiration
武田和憲 急性膵炎の診療

update
鳥居薬品株

式会社

東京 2008 157160

成瀬 達 膵嚢胞線維症とは 大槻 眞，成瀬 達 膵嚢胞線維症の診

療の手引き

アークメデ

ィア

東京 2008 67

成瀬 達 膵嚢胞線維症の診断基準 大槻 眞，成瀬 達 膵嚢胞線維症診療

の手引き

東京 2008 1819

成瀬 達 膵外分泌不全 大槻 眞，成瀬 達 膵嚢胞線維症診療

の手引き

東京 2008 2425

大槻 眞，西森 功 第 3 章 自己免疫性膵

炎，概念・定義と疫学

下瀬川徹 新しい診断と治療

の ABC 54/消化

器 8

最新医学社 大阪 2008 122128

西森 功，大西三朗，大

槻 眞

第 3 章 自己免疫性膵

炎，管理・治療・予後

下瀬川徹 新しい診断と治療

の ABC 54/消化

器 8

最新医学社 大阪 2008 151158

大槻 眞，西森 功 2 章 慢性膵炎，A. わ
が国の実態

下瀬川徹 膵疾患へのアプ

ローチ

中外医学社 東京 2008 7782

西森 功，大槻 眞 3 章 自己免疫性膵炎，

D. 治療と予後

下瀬川徹 膵疾患へのアプ

ローチ

中外医学社 東京 2008 185192

広田昌彦，岡島英明，

馬場秀夫

メコニウムイレウス 厚生労働科学研究費補助

金難治性疾患克服研究事

業難治性膵疾患に関する

調査研究班

膵嚢胞線維症の診

療の手引き

アークメデ

ィア

東京 2008 38

廣田昌彦，大村谷昌樹，

馬場秀夫

急性膵炎成因・発症機

序・重症化機序

下瀬川徹 膵疾患へのアプ

ローチ

中外医学社 東京 2008 1117

入澤篤志 膵仮性嚢胞 伊佐山浩道 肝胆膵エキスパー

トマニュア

羊土社 東京 2008 372380
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中沢貴宏，大原弘隆，

安藤朝章

自己免疫性膵炎 診断

臨床症状・膵外病変

下瀬川徹 膵疾患へのアプ

ローチ

中外医学社 東京 2008 169177

神澤輝実 自己免疫性膵炎 成因・

病理・病態

下瀬川徹 膵疾患のアプロー

チ

中外医学社 東京 2008 163168

Kamisawa T,
Nakamura T

Digestion absorption of
patients with autoim-
mune pancreatitis

Callum L. Macleod New Research on
Nutrition for the
Middle-Aged and
Elderly

Nova
Science
Publishers,
Inc.

New
York

2008 17

神澤輝実 急性膵炎・重症急性膵炎 山口徹，北原光夫，福井

次矢

今日の治療指針

2009
医学書院 東京 2009 422424

神澤輝実 自己免疫性膵炎 病態生

理

下瀬川徹 新しい診断と治療

の ABC 54 膵

炎・膵癌

最新医学社 東京 2008 136141

川 茂幸，浜野英明 自己免疫性膵炎，わが国

の実態，有病率・性別・

年齢

下瀬川徹 膵疾患へのアプ

ローチ

中外医学社 東京 2008 157162

桐山勢生 胆石性急性膵炎の診断と

治療

下瀬川徹 膵疾患へのアプ

ローチ

中外医学社 東京 2008 4957

佐田尚宏 慢性膵炎 外科治療・予

後

下瀬川徹 最新医学・別冊

新しい診断と治療

の ABC 54 消化

器 8 膵炎・膵癌

最新医学社 東京 2008

佐田尚宏 膵嚢胞，膵癌 山口徹，北原光夫，福井

次矢

今日の治療指針

2009
医学書院 東京 2009

須田耕一 急性膵炎の病理像 松野正紀監修，武田和憲

編集

急性膵炎の診療

update
鳥居薬品

「医薬の門」

東京 2008 7982

丹藤雄介，中村光男 慢性膵炎―D. 治療 下瀬川徹 膵疾患へのアプ

ローチ

中外医学社 東京 2008 105114

古屋智規，添野武彦，

高橋賢一，工藤良平

市中病院で行う重症急性

膵炎の集学的治療 ―そ

の問題点と魅力―

武田和憲 急性膵炎の診療

update
鳥居薬品株

式会社

東京 2008 207212

吉田 仁，北村勝哉，

井廻道夫

前処置・Sedation（鎮静

薬の適切な使い方など）

糸井隆夫 胆膵内視鏡の診

断・治療の基本手

技

羊土社 東京 2008 3337

吉村邦彦，安斎千恵子，

衞藤義勝

わが国の嚢胞性線維症患

者における責任 CFTR
遺伝子変異の解析

厚生労働科学研究

費補助金（難治性

疾患克服研究事

業）分担研究報告

書

2008 263265

吉村邦彦，安斎千恵子，

衞藤義勝

わが国の嚢胞性線維症患

者における責任 CFTR
遺伝子変異の解析

厚生労働科学研究

費補助金（難治性

疾患克服研究事

業）分担研究報告

書

2008 300303

成瀬 達，石黒 洋，

玉腰暁子，吉村邦彦，

広田昌彦，大槻 眞

膵嚢胞線維症の診断マニ

ュアルの作成

厚生労働科学研究

費補助金（難治性

疾患克服研究事

業）分担研究報告

書

2008 147150

成瀬 達，石黒 洋，

玉腰暁子，吉村邦彦，

広田昌彦，大槻 眞

第 3 次膵嚢胞線維症全

国疫学調査

厚生労働科学研究

費補助金（難治性

疾患克服研究事

業）分担研究報告

書

2008 205215
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吉村邦彦 びまん性汎細気管支炎/

びまん性気管支拡張症

山口 徹，北原光夫，福

井次矢

今日の治療方針

2008
医学書院 2008 216218
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Masamune A, Kikuta K,
Watanabe T, Satoh K,
Satoh A, Shimosegawa T.

Pancreatic stellate cells express Toll-like recep-
tors.

J Gastroenterol 43 35262 2008

Shimosegawa T, Kume K,
Masamune A

SPINK1, ADH2, and ALDH2 gene variants and
alcoholic chronic pancreatitis in Japan.

J Gastroenterol Hepatol 23 S826 2008

Masamune A,
Watanabe T, Kikuta K,
Satoh K, Shimosegawa T.

NADPH oxidase plays a crucial role in the activa-
tion of pancreatic stellate cells.

Am J Physiol Gastroin-
test Liver Physiol

294 G99G108 2008

Otsuki M, Chung JB,
Okazaki K, Kim MH,
Kamisawa T, Kawa S,
Park SW, Shimosegawa T,
Lee K, Ito T, Nishimori I,
Notohara K, Naruse S,
Ko SB, Kihara Y.

Asian diagnostic criteria for autoimmune pancrea-
titis: consensus of the Japan-Korea Symposium on
Autoimmune Pancreatitis.

J Gastroenterol 43(6) 4038 2008

片岡慶正，下瀬川徹 【膵炎診療をめぐる最近の動向 ガイドライン，

診断基準を含めて】 慢性膵炎診療ガイドライン

現状と問題点

臨床消化器内科 23(10) 14231434 2008

下瀬川徹，粂 潔，

濱田 晋

膵臓疾患の分子機構 臨床消化器内科 24(2) 233238 2009

下瀬川徹，粂 潔，

正宗 淳

膵炎は生活習慣病か 遺伝病か 成人病と生活習慣病 38(10) 11925 2008

下瀬川徹 【急性膵炎をめぐる最近の動向】 急性膵炎の At-
lanta Classiˆcation の改訂をめぐる動向

胆と膵 29(4) 345350 2008

下瀬川徹 【自己免疫性膵炎の最近の進展】 自己免疫性膵炎

定義と概念

肝・胆・膵 56(2) 159166 2008

下瀬川徹 慢性膵炎の診断と治療 日本内科学会雑誌 97(3) 552557 2008

下瀬川徹 慢性膵炎を疑う場合の対応 日本医事新報 4403 9193 2008

下瀬川徹 【処方計画法】 消化器疾患 慢性膵炎 綜合臨床 57(増刊) 1067 2008

下瀬川徹 【処方計画法】 消化器疾患 急性膵炎 綜合臨床 57(増刊) 10651066 2008

正宗 淳，菊田和宏，

渡邊 崇，佐藤賢一，

下瀬川徹

膵星細胞は血管新生を誘導する。 膵臓 23巻 587593 2008

正宗 淳，下瀬川徹 アルコールと膵炎―酒を飲みすぎると膵炎になる

か

別冊 医学のあゆみ―ア

ルコール医学・医療の最

前線

8590 2008

正宗 淳，下瀬川徹 慢性膵炎 診断 新しい診断と治療の

ABC
54 8090 2008

佐藤晃彦，下瀬川徹 【急性膵炎の診療 update 治療をめぐる諸問題】

アトランタ分類の改訂について

医薬の門 48(2) 125128 2008

佐藤晃彦，正宗 淳，

下瀬川徹

【重症急性膵炎の治療と予後】急性膵炎重症度判

定における厚労省判定基準改定最終案の有用性の

検証

消化器科 46(5) 550555 2008

粂 潔，正宗 淳，

下瀬川徹

【慢性膵炎は膵癌の危険因子か】遺伝子異常と膵

癌の発症

胆と膵 29(3) 199205 2008

下瀬川徹 自己免疫性膵炎 日本臨床 66(12) 23932406 2008

Igarashi H, Ito T,
Kuwano-Kojima M,
Takayanagi R, Coy DH,
Jensen RT

Involvement of VPAC1 and VPAC2 receptors in
increasing local pancreatic blood ‰ow in anesthe-
tized rats

Pancreas 37 236238 2008
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Ishibashi T, Zhao H,
Kawabe K, T Oono,
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